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ABSTRACT

The 2018 Gold Wing represents the first full model 
change in seventeen years. It was developed with a 
broad age range and a variety of use scenes in mind. 
TBW control was combined with the DCT-equipped 
model to achieve an idling stop system, the first 
time ever for a large Honda motorcycle. The Honda 
SMART Key system was made compact enough for a 
motorcycle by integrating the tire pressure monitor into 
the control unit. With these technologies, advanced 
functions designed for usage unique to motorcycles 
was achieved.

2�1� (PME 8JOH 用ి૷ٕज़の։ൃ 
r ΞΠυリϯάストοϓγスςムと )POEB S.ART 

,FZ γスςム r
Development of Electrical Systems for 2018 Gold Wing

-Idling Stop System and Honda SMART Key System-

要　　旨

2018(old	8inH は，෯広いੈ代΍，さまざまな࢖༻シー

ンを想ఆし，17 年ͿりのフルモσルνΣンジをおこなっ

た．D$T౥載モσルでは，T#8੍ޚと૊み߹Θͤること

にΑり，Honda େܕ二輪ॳとなるアイυリンάεトッϓシ

εテムを࣮ݱした．Honda	4.ART	,eZ シεテムにおいて

は，タイϠۭؾѹモχタと੍ޚϢχットを統߹し，খܕԽ

をୡ੒した．これら技術の࠾༻にΑり，二輪ंಛ༗の࢖い

উखを考ྀした先進తな機能の౥載を࣮ݱした．

１．まえがき

本稿で述΂る 2018 年モσル (old	8inH は，෯広いੈ

代΍，さまざまな࢖༻シーンを想ఆし，17 年Ϳりのフル

モσルνΣンジをおこなった（１）．ి ૷シεテムにおいて

は，Throttle	#Z	8ire（T#8）とDVal	$lVtch	Transmission

（D$T），*nteHrated	4tarter	(enerator（*4(）（̎）を協ௐ੍ޚ

さͤ，Honda େܕ二輪ॳとなるアイυリンάεトッϓシε

テムを投ೖした（D$T タイϓのみ）．また，日ৗの࢖いউ

ख向上にͭながるHonda	4.ART	,eZ シεテムにͭいて

も，タイϠۭؾѹモχタ（Tire	1ressVre	.onitorinH	4Zstem:

T1.4）をؚめて１ϢχットԽしたಛ༗のシεテムをߏங

した．本稿では，アイυリンάεトッϓシεテム，Honda	

4.ART	,eZシεテムおΑͼT1.4の֓ཁにͭいて述΂る．

２．ΞΠυリϯάストοϓγスςム

࢛輪ंのੈքでは，ओに೩අの向上を目తに，アイυリ

ンάεトッϓシεテムが広くద༻されるΑ͏になった．シ

εテム౥載ंのීٴとともに，エンジンからのԻ΍ৼಈの

ない੩ॗੑがಘられるとい͏，෭次తなঢ়گが生まれてい

る．(old	8inH にରするಉシεテムのద༻は，ͦ れらにΑ
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I. Increase the engine speed to the idling speed

III. After engine start, clutch oil pressure is raised and 
     kept to predetermined value to be ready for quick clutch
     engagement to be followed 
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Throttle grip angular position to be judged as
initiation of engine restarting

Judgment point for completion of engine restarting
Engine speed for idling

Beginning of clutch oil pressure application
for vehicle launch

During complete engine halt
without idling

During engine
restarting sequence

From engagement of propulsion drive force engagement
to vehicle launch

Engine speed for cranking

Throttle valve opening angle when under idling stop control
Throttle valve opening angle under normal engine control 

Oil pressure value when under idling stop control 
Oil pressure value under normal engine control

Throttle grip opening angle by rider operation

Momentary engine rotation speed when under idling stop control

II. After engine restart, throttle opening 
   angle is controlled to resume gradually
   to fit to normal opening condition

Fig. 1   Vehicle launching control sequence when started from idling stop condition

る上質ײのԋग़をねらったものである．さらに࠶発進時の

੩ॗੑを向上さͤるために，エンジン࢝ಈに༻いられる

*4(のۦಈΪϠにϔリΧルΪϠを࠾༻し，ै དྷのεタータ

モータとεύーΪϠのߏ੒にൺ΂ϝΧϊイζを௿ݮした .

しかし，(old	8inH へのアイυリンάεトッϓシεテム

のద༻にあたっては，二ͭの技術తな՝୊があった．

2.1. େܕ二ྠं΁ద用͢るための՝୊
二輪ंのఀं中のܗଶは，フロントもしくはリϠブϨー

ΩϨόーをѲる，ย଍でंମをࢧえリϠブϨーΩペμルだ

͚を౿Ή，ブϨーΩをֻ͚ずに྆଍ཱͪをするなどさまざ

まである．

ͦのため二輪ंでは，εロットルάリッϓを開くಈ作

ͦのものをݕ஌し，発進意ࢤとして判断することとしてい

る．࢛ 輪ंのΑ͏に，ブϨーΩリリーεからεロットルಈ

作にҠ行する時間を発進४උに׆༻で͖ないため，アイυ

リンάεトッϓঢ়ଶから発進ಈ作へのҠ行は，Αり୹くラ

イμにҧ࿨ײを༩えない時間内でྃ׬するඞཁがある．

2.1.1. ൃਐ時λΠムϥά
モσルをର৅としܕ二輪ंにお͚るεクータܕখࡏݱ

て，アイυリンάεトッϓシεテムのద༻が֦େしてい

る．ख଍でࢧえるのが༰қなこのクラεのモσルにରし，

(old	8inH は重くେ͖い．ͦ のため，ࡔ道での発進౳，ε

ロットルάリッϓૢ作にରしライμがظ଴する発進ੑ能を

ຬたすඞཁがある . これには，発進時になる΂くૣいۦಈ

力の発生，すなΘͪૣいエンジン࢝ಈが๬まれた．また，

εロットルάリッϓを開͖ながらエンジン࢝ಈする際，ε

ロットル開౓のҧいにΑりエンジン࢝ಈ時間にࠩが生じる

と，ं ྆がಈ͖ग़すまでのタイムラάにばら͖ͭが発生す

る．ライμにҧ࿨ײを༩えないためには，発進時のタイム

ラάにばら͖ͭのない，ੑݱ࠶のある発進時間を࣮ݱで͖

る੍ޚख๏をߏஙするඞཁがあった．

2.1.2. ౜ಥなۦಈྗൃੜの๷ࢭ
ライμはۦಈ力発生の஗れをײじた৔߹，εロットルά

リッϓをΑり開͚るํ向にૢ作しがͪである．このεロッ

トルάリッϓにରする௥Ճૢ作にΑり஗れて発生する，౜

ಥなۦಈ力を཈੍する੍ޚがඞཁとなる．

2.2. ՝୊ղܾख法 �TB8 ͤ߹との૊ޚ੍ �
લઅでࣔした二ͭの՝୊にରし，T#8੍ޚと૊み߹Θ

ͤることにΑりղ決を図った（Fig. 1）．

ं྆発進ૢ作ॳظの時間ଳでは，ライμૢ作後のεロッ
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トル開౓の஋を，あらかじめઃఆされた一ఆの஋にݻఆし

た．これにΑり，ं ྆が発進にいたるまでの時間，エンジ

ンճ転਺はライμのεロットルάリッϓ開౓にӨڹされ

ない．この，ं ྆が発進のためのՃ଎を࢝めるલまでの時

間と，ͦ の後のं྆が発進Ճ଎をおこな͏過程の్中まで

の間，エンジンճ転਺の੍ޚは੍ޚϢχットにΏだねられ

る．また，エンジンճ転਺は決められた上ঢシーέンεに

Ԋって੍ޚされる．このख๏をద༻することにΑって，̓

ఆしたエンジン࢝ಈが࣮ݱされる．

࢝ಈ時にお͚る一ఆճ転਺でのクランΩンά後，੍ Ϣޚ

χットはҎ下のखॱにしたがってίントロールをおこな͏．

（１）	エンジン࢝ಈ時に，エンジンճ転਺をアイυリンάճ

転਺まで上ঢさͤる（Fig. 1図中 *）．

（̎）	エンジンճ転਺を，࣮ 際のεロットルάリッϓ開౓に

ରԠする஋に，ঃ々に௥ैさͤるΑ͏に上ঢさͤる．

この際，エンジンճ転਺がٸに増ՃすることのないΑ

͏཈੍をおこな （͏Fig. 1図中 **）．

（３）	D$T シεテムは，クランΩンά開࢝時఺を੍ޚ開࢝

時఺として，クラッνの੍ޚ༉ѹをあらかじめඞཁと

される一ఆの஋まで高め෇༩しておく．こ͏すること

にΑって，クラッνの઀ଓにཁする時間の୹ॖԽを

図っている（Fig. 1図中 ***）．

Ҏ上，（１），（̎），（３）の੍ޚをおこな͏ことにΑり，

ライμの発進意ࢥにରしてΘずかなタイムラάで，しかも

଎౓มԽを཈えた発進が可能となった．׭能ධՁとセッ

テΟンάを繰り返すことで，アイυリンάεトッϓঢ়ଶか

らエンジン࢝ಈを経てं྆がಈ͖ग़すまでのۦಈ力のͭな

がりは，εムーζでҧ࿨ײのないものとなり，目ඪとして

いた上質な発進が࣮ݱされた．

３．)POEB S.ART ,FZ γスςムと T1.S

άローブをはめ，৐ंする二輪ंは，࢛ 輪ंΑりもΩー

ૢ作がෆཁになるԸܙはେ͖い．本ষではHonda	4.ART	

,eZ シεテムとಉ一Ϣχットを࢖༻する T1.4にͭいて

もಛ௃を述΂る．

3.1. )POEB S.ART ,FZ γスςムのػ能
3.1.1. Πάニογϣϯૢ࡞
Honda	 4.ART	,eZ を਎にண͚たঢ়ଶで，センタύω

ルલ୺のϝインεイッνをճ転ૢ作することにΑり，イά

χッションの0N/0FFૢ作おΑͼϋンυルロックを可能

とした．ӈϋンυルεイッνϋ΢ジンά上に഑ஔされたε

タータεイッνをϓッシϡし，エンジンの࢝ಈをおこな͏．

イάχッションの0N/0FFૢ作にΑるエンジンの࢝ಈ

おΑͼఀࢭにͭいては，࢛ 輪ंではطにϓッシϡૢ作が一

ൠతである．しかし二輪ंでは F.V44123（３）のイάχッ

ション 0FF は൓時ܭճ転ૢ作とい͏نఆにΑり，これを

ͦ．で͖ない༺࠾ のため，ճ転式のモーϝンタリߏ଄のϝ

インεイッνとしࠨ， ճしでイάχッション 0FF となる

ૢ作機ߏを࠾༻した（Fig. 2）．

ϋンυルロックৣࢪঢ়ଶから，ϝインεイッνをӈճ

転さͤるとϋンυルロックが開ৣし，ͦ の後ӈճ転ຖに

イάχッション 0N，アクセαリモーυとなっていく．ア

クセαリモーυ時はόッテリ上がりをආ͚るため，Honda	

4.ART	 ,eZ との௨৴がで͖る৔߹は 60 ෼，で͖ない

৔߹は 30 ෼でࣗಈతに 0FF となる．F ig . 3 に Honda	

4.ART	,eZ の外؍をࣔす．

3.1.2. ϋϯυϧϩοクɼΞϯϩοク
Honda 二輪ंとしてはॳめて，ి ಈのϋンυルロック

Electric	4teerinH	LocL（E4L）を࠾༻した（Fig. 4）．ं ྆が

ఀंしたঢ়ଶでϝインεイッνをࠨճ転さͤ，ϋンυルを

転଩することでৣࢪされる．ϋンυルロックされたঢ়ଶか

らは，ϝインεイッνをӈճ転さͤることで開ৣされる．

一ൠతに二輪ंでのϋンυルロックは，ϋンυルをࠨ

またはӈに転଩さͤたঢ়ଶで，トッϓブリッジからલ輪प

り一式をؚΉૢ଩ܥをݻఆすることでおこな͏．ͦ のた

め，ยखでϋンυルをૢ作しながらも͏一ํのखでΩーを

ON/OFF
button

UNLOCK
button

Answer back
button

Fig. 3   Appearance of Honda SMART Key

Main switch

Fig. 2   Main switch layout
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Illumination
lights up to
ring portion

LED entry light

Illuminated area

Vehicle

LED

ճし，ロックで͖る৔所を୳すとい͏྆खでのૢ作がඞཁ

であった．ͦ こで本モσルではยखでのૢ作を可能とする

ために，ロックૢ作をおこな͏と，ロックϐンがトッϓブ

リッジへԡし෇͚られ，ロック଴機ঢ়ଶとなるߏ଄をऔり

ೖれた．後はロック݀とかΜ߹するまでϋンυルを転଩す

ることでৣࢪされる（Fig. 5）．また，ロック΍アンロックಈ

作を్中で中断した৔߹には，ライμにૢ作を׬਱さͤる

ため，ブβーとインジέータにて௨஌する機ߏを௥Ճした．

3.1.3. クΠοク࢝ಈૢ࡞ʢΠάニογϣϯ 0/ ʣ࡞ૢ
ैདྷのૢ作ੑにՃえ，࢛ 輪ंのεマートシεテムとಉ様

のイάχッションૢ作ײを࣮ݱさͤるため，৐ं࢟੎のま

までエンジン࢝ಈがで͖るクイック࢝ಈૢ作モーυを౥載

した．ϋンυルがৣࢪまたはイάχッション 0FF のঢ়ଶ

Αり，ブϨーΩૢ作をおこなったঢ়ଶでエンジンεタータ

εイッνを長ԡしする．ͦ れにΑり，エンジンが࢝ಈし，

ΪϠૢ作をおこなえばす͙に発進で͖るঢ়ଶとなる．ま

た，クイック࢝ಈૢ作においてブϨーΩૢ作をおこなΘな

かった৔߹など，インώビタが༗ޮなঢ়ଶでは，イάχッ

Rotating actions 

Top bridge

Fit in insertion holeHandles actions

Rotation

Fig. 5   ESL operation detail

Fig. 6   Entry light image of ignition switch

ション0Nで଴機し，エンジン࢝ಈはしない．

3.1.4. Πϧϛωʔγϣϯػ能
Honda	4.ART	,eZ を࣋ってं྆にۙづくと，イάχッ

ションεイッνのϊブ部෼が明るくޫる機能（エントリー

イルϛωーション機能）を౥載した（Fig. 6）．ं ྆ԕํΑり

ۙ๣（おΑͦ 2	m Ҏ内）にHonda	4.ART	,eZ を࣋ってۙ

づくと，30 ඵ間఺౮する．本機はHonda	4.ART	,eZ の

୳ࡧをৗ時おこなっており，଴機時にもి力をফඅしてい

るため，おΑͦ 3 日間のみ༗ޮとし，࢝ ಈ༻όッテリ࢒༰

ྔの֬อをした．さらに，଍ݩをরらすLEDエントリーラ

イトも，オϓションにて௥Ճ可能とした（Fig. 7）．これらの

機能は，ライμ΍ύッセンジϟにରする，もてなしײのԋ

ग़にݙߩしている．

3.1.5. )POEB S.ART ,FZ ೝ証 0'' Ϟʔυ
Honda	 4.ART	,eZ は中ԝの΢ΟンάマークϘタンを

長ԡしすることにΑり，Honda	4.ART	,eZ シεテムとし

てのೝূを0Nまたは 0FFへ切り׵えられる機能を࣋っ

ている．１ඵ間長ԡしすることで，LEDが１ճ఺໓しೝূ

0FF，も͏一౓１ඵ間長ԡしすることで，LEDが 3ճ఺໓

しೝূ 0N となる．これにΑり，଴機時のి஑ফ໣をݮら

すこと΍，ं ྆を૭際にறंし԰内の૭際ۙくにεマート

Ωーがあった৔߹などで，意図しないೝূॲ理をさͤない

ためにも༗ޮである．

3.1.�. トϥϯクɼαυϧόοάの։閉
ैདྷは，ラッνϊブをखでҾっுることでロックを開ৣ

Fig. 7   Optional entry light image

Lock-pin

Ignition switch

Top bridge

Electric steering lock

Fig. 4   ESL layout
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Disabled DisabledDisabled Disabled

Delayed

Enabled

TPMS RF
reception

TPMS RF
reception

Enabled

Suspending fob key
search for rear tire
TPMS

Fob key search

Suspending fob key
search for front tire
TPMS

Overall decision to
enable/disable fob
key search

State of coordination
with TPMS

Checking
TPMS period Ongoing coordination

TPMS RF
reception

TPMS RF
reception

TPMS RF
reception

TPMS RF
reception

TPMS RF
reception

TPMS RF
reception

Enabled

Delayed Delayed

Enabled

Hold period

Hold period

Hold period

Hold period

Hold period

Hold period

していたため，ૢ 作ՙ重がେ͖かった．今ճはૢ作フΟー

リンάの向上をはかるため，εマートΩーをܞଳしトラン

ク΍αυルόッάのۙ๣にあるオーϓンεイッνをԡすこ

とで，ラッνをアクνϡエータでҾっுり開ৣする機ߏを

．した༺࠾

εマートΩーが௨৴可能なൣғにあると͖，ৣࢪはトラ

ンク΍αυルόッάをดじることでおこなΘれる．また，

࢛輪ंの様にυアྨをดじてݤをดめるとい͏ૢ作が無い

ため，εマートΩーがं྆のۙくにない৔߹はࣗಈతに開

ৣし，リッυがดじないことでৣࢪঢ়گをライμもしくは

Ϣーβに࣮֬にೝࣝさͤる．ただし，ͦ のঢ়ଶでもดじたい

৔߹は，࿈ଓして̑ճ開ৣಈ作をおこなっている間，ดじた

ঢ়ଶをอ࣋することで強੍తにดじることが可能である．

3.2. )POEB S.ART ,FZ γスςムと T1.S の౷߹
T1.4は，લモσルの๺ถ向͚࢓様ंからඪ४૷ணされ

ている．લモσルでは，タイϠۭؾѹのݮগྔをインジέー

タで௨஌し，ݮগ۩߹にΑって఺໓，఺౮することにΑっ

てライμへの஫意ىשをおこなっていた．今ճのモσルで

は，これらのࠂܯ表ࣔにՃえ，ۭ ंとຬ載時のं重มԽのେ

͖いトランク෇͖࢓様の(old	8inH	ToVr に，タイϠۭؾѹ

の਺஋表ࣔを࣮ݱした．また，Honda	4.ART	,eZ シεテム

とಉじप೾਺ଳを༻い，かͭड৴機能を統߹することで，Ϣ

χットのݮ࡟を図った．本モσルでは，Honda	4.ART	,eZ

の所ࡏ৔所をݕग़するための৴߸ड৴ॲ理と，タイϠのۭ

ѹ஋をૹ৴するT1.4センαからの৴߸ड৴ॲ理を，ಉؾ

じप೾਺ଳでおこなっている．ͦ れを࣮ݱするためには，お

．বしないシεテムとするඞཁがあったׯいの௨৴がޓ

3.2.1. スマʔトΩʔॴࡏ৔ॴ୳ࡧ௨৴
Honda	4.ART	,eZ シεテムにおいては，イάχッショ

ン 0N のと͖は，εマートΩーとのपظతな௨৴にΑり

所ࡏ৔所୳ࡧをおこなっている．࢛ 輪ंの৔߹，εマート

Ωー所ࡏ৔所୳ࡧ௨৴は，εマートΩーをं外に࣋ͪग़し，

υア΍トランクをดめたと͖など，εマートΩー࣋ͪڈり

する．イάχッションࢪとして࣮ࠂܯ 0Nのঢ়ଶでεマー

トΩーがं室外へ࣋ͪग़されるঢ়گとは，すなΘͪυアを

開͚て人といっしΐにҠಈする৔߹と想ఆされるためであ

る．また，࢛ 輪ंでは，૸行中にं室外にεマートΩーをམ

としてしま͏可能ੑは௿いと考えられている．しかし，ं

室が存ࡏしない二輪ंの৔߹，૸行中をؚめεマートΩー

をམとしてしま͏可能ੑが想ఆされる．また，イάχッ

ション 0Nのঢ়ଶで๨れ෺をऔりに行くなど，υアをดじ

るなどの行ҝ無しでं྆から཭れるέーεも想ఆで͖る．

ͦの際にεマートΩーをஔ͖๨れてしま͏可能ੑもある．

したがって，৐ं時にεマートΩーを਎にண͚ていないঢ়

ଶをࢹ؂し，ライμに௨஌することがඞ須となる．

3.2.2. スマʔトΩʔと T1.S の৴߸ड৴ॲཧのཱ྆
εマートΩー所ࡏ৔所୳ࡧ௨৴では，εマートΩーのམ

下΍ஔ͖๨れが発生した時఺から，஗くならずか࣮ͭ֬に

判ఆで͖る一ఆのपظごとにシεテムがड৴ॲ理をおこ

な͏．一ํT1.4センαからの௨৴は，εマートΩー୳ࡧ

ॲ理とはҟなるपظで࣮行され，かͭૹ৴पظはセンαଆ

にґ存するݻఆपظで，มߋすることがで͖ないとい͏੍

໿がある．したがって，これらपظのҟなる二ͭの৴߸を，

૬ׯޓবなくཱ྆さͤるॲ理ख๏のઃܭがඞཁであった．

T1.4 センαからの৴߸は，ं ྆૸行中にલ輪と後輪

ͦれͧれから෼୯Ґの一ఆ間ִでपظతにෳ਺ճૹ৴さ

れ，これを࣮֬にड৴，ॲ理するඞཁがある．このため，ε

マートΩー୳ࡧॲ理は T1.4 センαの৴߸がૹ৴されて

いるタイϛンάをආ͚ておこな͏ඞཁがある．

ͦこで T1.4 センαからの৴߸ૹ৴タイϛンάを，લ

ճのड৴タイϛンάとあらかじめΘかっているपظにجづ

いて༧ଌする機能を࣋たͤた．この༧ଌにجづいて決ఆさ

れる௨৴ෆ可時間をআいたタイϛンάで，εマートΩーの

୳ࡧॲ理をおこな͏ことした．また，εマートΩーの୳ࡧ

ॲ理は次に௨৴可能となった最୹のタイϛンάで࣮行され

る．このΑ͏にして，ಉ一の੍ޚϢχットで二ͭの௨৴機

能をཱ྆さͤることがで͖た（Fig. 8）．

Fig. 8   Suspending fob key search in coordinated control process
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Honda େܕ二輪ॳとなるアイυリンάεトッϓシεテム

を，D$T౥載モσルにて࣮ݱした．ͦ のために，発進のタ

イムラά୹ॖと౜ಥなۦಈ力発生の཈੍とい͏二ͭの՝୊

を，T#8੍ޚと૊み߹ΘͤることにΑりղ決した．

また，E4LをؚめたHonda	4.ART	,eZ シεテムを，

ฆࣦ΍ஔ͖๨れなどの二輪ंಛ༗の可能ੑを഑ྀした上

で࠾༻し，ライμのརศੑを向上さͤた．またಉ一੍ޚϢ

χットへの T1.4 機能の統߹にΑり，খྔܰܕԽにݙߩ

した．

これらの技術の࠾༻は，৽しい(old	8inH の開発ίンセ

ϓト࣮ݱにٻめられた，二輪ंಛ༗の࢖いউखを考ྀした

先進機能の࣮ݱにد༩した．
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